
「つなぎ塾」第2回目（2/23）を開催しました

生涯学習センター

　平成24年度生涯学習実践交流会を2月2日（土）と23日（土）に開催しました。

　今年度は、「つなぎ塾」～“ひと”と“ひと（地域・企業・行政等）”とをつなぐコツ～と題して、CSO活動をされて

いる方を対象に、「協働」と「広報」についての勉強会を開催しました。

 

　この「つなぎ塾」は、「ここぞ！」という時に、地域の課題解決に向けて、一緒に取り組む人たちを「つなげる

場所」です。

 

※講座内容は、こちらの チラシ(584KB; PDFファイル)をご覧ください。

※第1回(2/2)の様子は、こちらの レポート.pdf(1308KB; PDFファイル)をご覧ください。

 

第2回「効果的な広報を進めるために」～事例で学ぶソーシャルメディアの活用術～

　【講師】イケダハヤトさん（ブロガ―/中間支援団体「テントセン」共同代表)

 

　イケダさんの自己紹介から、講座スタートです

　中学・高校、そして大学時代…、熱中したものは違えど「オタ

ク」だったというイケダさん。大学卒業後、大手半導体メーカーに

入社し、広報宣伝業務を任されることに。それが、ソーシャルメ

ディアとの出会いだったそうです。

 

　その後、ソーシャルメディアのコンサルティング会社へ転職。し

かし、自分がいなくてもソーシャルメディアの変化は進んでいく

のでは…、と考えた時に、より自分らしく働くために、フリーラン

スへと転向。

 

　「世の中に価値のある情報が埋もれているのはおかしい！」という問題意識から、現在は、ブログ運営やコ

ンサルティング、執筆活動などの個人活動とNPOのマーケティング支援を行う「テントセン」の活動をされてい

ます。

 

　自己紹介の後は、ソーシャルメディアの活用術について、事例を交え、以下の7つの視点からお話しいただ

きました。 

 

【1．情報収集をしよう】

　どうすれば、効率よく情報収集できるか？

　　　　　　↓↓↓

代わりに情報収集してくれる専門家たち＝「キュレーター」を活用しよう

「ツイッター検索」の機能を使って、団体名、関心キーワードでツイッターをモニタリングしよう

登録するだけで自分だけの新聞ができる「Gunosy（グノシー）」を利用してみよう

「vingow（ビンゴ―）」で自分だけの業界紙を作ろう

 

自分に届く情報は、自分でデザインしよう

 

【2．ブログを活用しよう】

　なぜ、ブログなのか？

　　　　　　↓↓↓

ブログは、検索に引っかかる ツイッター、フェイスブックは、検索に弱い

「何かを調べようとしている人」たちをつかまえることができる

 

みなさんのターゲットがどんな言葉で検索するのかを考えてみよう

活動報告にとどまらない役立つ記事を投稿しよう

 

 【3．ツイッターで発信しよう】

 　読まれるツイートとは？

　　　　　　↓↓↓

　　顔の見える個人のツイート

 

一人ひとりが広報担当 

　　炎上するようなことがないように…、利用に関するルールの策定や研修も有効

 

 

http://www.avance.or.jp/var/rev1/0001/5323/20133410943.pdf
http://www.avance.or.jp/var/rev1/0007/3129/118125152517.pdf
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

 【4．フェイスブックを活用しよう】

　フェイスブックにできることって？ 

　　　　　　↓↓↓

実名でアカウントを取得し、友達関係を作れる

グループで情報共有ができる

「ページ」を開設し、ファンを獲得できる

広告を出稿し、ターゲットユーザーに届けることできる

 

 【5．クラウドファンディングを活用しよう】

　クラウドファンディングって？

　　　　　　↓↓↓

群衆（crowd）と資金調達（funding）を組み合わせた造語。

資金提供者に対するリターン（見返り）の形によって、「寄付型リターン」と「商品型リターン」とに概ね分けら

れる。

 

「事前購入サイト」という側面が強いので、商品の魅力が弱い場合には、人脈や信頼が大切

 

 【6．寄付を集めるための考え方】 

　　寄付を集めるには？

　　　　　　↓↓↓

　　ソーシャルメディアからイベント（アナログな接点）へ誘導

　　・ソーシャルメディアで得られる支援は、「ライト」な支援。「いいね！」では、寄付は集まりません

　　・チャリティパーティや講演会、ワークキャンプなど、アナログな接点を重視しよう。

 

アナログな接点を得るために、ソーシャルメディアを活用する

オンライン→オフライン→オンラインのループを作る

 

 

【7．テクノロジーによる課題解決の可能性】

　 ITで社会的課題を解決する動き（ソーシャルグッド）について

　　　　　　↓↓↓

　例えば…

　「roomdonor.jp」や「change.org」、ゴミ拾いアプリ「ピリカ」など

 

ITは、課題解決の方法を変える

 

 

 

 　2時間という短い時間でしたが、ソーシャルメディアの具体的な活用の仕方について、イケダさんに多彩な

角度からお話ししていただきました。刺激的な一日をありがとうございました

 

受講生の声

これからの新しいソーシャルメディアのヒントや事例などが沢山紹介されていて刺激的だった。

流れるようなトークが心地よかった。

良い点だけでなく、気をつけないといけない点なども聞けて良かった。

学びと出会いありの講座でした。

http://www.avance.or.jp/syougai/_1263/_2658/_2681.html
http://www.avance.or.jp/riyou/_1280.html
http://www.avance.or.jp/toiawase.html
http://www.avance.or.jp/_2427.html

